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特別講演 

研究社会が選択する 途 

一 マクロな視点から 一 

市 ⅠⅡ 博信 ( 人事院人事官 ) 

講演要旨     「科学」の方法は「仮説形成とその 実証のループ」から 明らかなよ う に，撫子 

盾 世界観と自然による 実証 ( 審判 ) を基盤とする・ 「技術」も同じ 基盤に立つことにより 

科学と結合して「科学技術」となった・ 科学技術の基盤から 社会を観るとき ，社会の統合 

原理は， 無 矛盾世界観と 審判思想により ，世界観に関わりのない 実力原理， 無 矛盾世界観 

の下での戒律原理と 審判原理，および 矛盾世界観の 下で内部規範原理に 区分される， 内部 

規範原理により 統合されている 日本社会は，それに 伴 う 科学技術の形態をもっ・そして ， 

内部規範の束縛の 下にあ る大学と研究組織，および 内部規範原理が 生み出す次世代教育の 

崩壊の下で， 日本の研究社会に 残された選択の 途を探る   

研究・技術計百学会 

第 15 回年次学術 甘 沈金 

研究社会が選択する 途 

一 マクロな視点から 一 

200% 年 10 月 22 日 

13     ㏄～ 13     45 

市川 席佃 

科学とは過程であ る 技術という 知 

任 検知として 廿 Ⅰ 

ループを 
1 有史 以 m, 他の生 拐 Ⅰにも存在 

演 田内 椎 Ⅰ 予鴻 
任 臆の仮親系 

1 科学との % 台 

ほ ついて口サ   Ⅰ其のシステム 化 無才 后桂 ，Ⅰ 定 斉一 
モテル   

仮託 対京 世界     1 科学の方法を 採る 技綺 
  
  仮儂 形成 無矛肛桂 l 人の手が加わっても 無オ 肛桂が 保存 

因果 桂 
斉一位 

空文ポンプ・ 熱力学   1 科学と 技 街の共進化 
莱柾 : 田刈 
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科学技術のま 味 

  甘宰技緩 

る 
平 
面 

技術 

できる平面 

統合原理の 4 つの型 

無矛屈 世界 仮 矛肝 世界観 

実力原理 

奉 利忠患 群制ぬ 範   
原理 

抑止思想 先攻 ぬ俺 ( 戒律 )  内部ぬ範原理 

原理 

  

 
 

 
  

  
  
 

集団の椎 持 

1 生物的社会的生き 接りがかかる 集ロ 

1 行劫 ぬ 範 : 
対立の発生を 抑止する 
発生した対立の 用 消 

1 % 台原理 : 

行劫規範の全体は 無 オ 府 
づ原理が観察できる 

% 台原理における 世界 勧 と田刈 思患 

  

実力原理社会 

1 対立の度に実力により 解決 

1 実力による対立の 抑止 

1 社 城 制の発生 

1 拮抗のあ る社会では合理的裁定規範 

1 % 衛 : 

対立する ウ柄 だけでなくすべての ウ柄 
現在だけでなく 将来にわたって 決若 

  

成
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内
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統合原理の垂木形と 現実の社会 

原理社会が :; 、 り式 。 "" 作る 4 面体の 
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内部規範社会 (2) 

内部 ぬ 下の発生 
1 集日の中で 

無才 后 のぬ憶を集成 
対立の尭生を 回む 

1 ウテ が発生 

1 円辿 的なⅠ 后 億泊 
1 ぬ 憶は集日の中にあ る   
ぬ 憶の ム なる戒律祭ロ 0 集合 

甲乙 

内部 ( ウチ ) ぬ 範社会 ( り 

矛届 世界仮に止 接 由来する 桂 Ⅰ 

1 メンパーは対立を ロ Ⅰする 

和の強Ⅰ 

1 オ 后の百 立化 : 丑窩 ，玉虫化，タブー 化 

1 % 窩ヰ拮よ 平群志向 

1 舞台Ⅰと表舞台 ( 芝居化 ) 

1 Ⅰ 任 者の発生 

ウチ の 比后棚造 

  
公務二 % 口目比較   内部規範社会 (3)   

フランス Ⅰ 長 千人あ 

たりの 公棚 

イギリス Ⅰ 甘 

アメリカ Ⅰ・地方・ 

稚内 甘迫企 

ドイツ 接を含む 

甘 * 

  50  l ㏄ l50 人 

内部 ぬ 破から生まれる 桂仮 

% 台，セクショナリズム 

1 集団内に序列が 尭 生する 

ぬ範序列づ年功序列 

1 文人を受容しない 

1 同じ 背 仮の人を集める 

@@@u@fipo@ie@@ feT@ ，   
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内部ぬ範社会 (4) 
内部 ぬ 憶の穫 劫 

Ⅰ去るものは 日々に抹し 

1 同窓会では甘にⅡれる 

1 常に本社に甘を 向けている， 00 は け 

1 状況により的在する 

1 %_ 洪大技中の拍 宙 ，大技後，政党 

1 法外の法が発生づ 森本法が改正できない 

統合原理と科学技術 

1 先攻ぬ範 ( 戒律 ) 原理 
戒 なの 杵す 穐田 で 接合的な知の 体系 

1 き 制ぬ仮床 珪 
自然による田制 4 科学 が尭生 ・ 尭ム 

群羊 と 社会のなじみがよい 

1 内部 ぬ 範原理 
社会全体の知は 接合していなくてよ い 

焦矛肛 世界杖をもっ 集団 が 科学 6% 呑 

内部規範社会 (5) 
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内部規範社会の 科学技術 

1 科学を技術の 甘ⅠとしてⅡ 伍 する 

1 科 宇 技術 は 特殊な集団のもの 

群羊宕は社会的決定の 中枢に入れない 

1 集団ごとに ム なる知が形成される ( 流派 ) 

1 研究者は内部ぬ 範社会の メ ンパ一 

審判ぬ範 集 日の メ ンパー こ律 背反 

内部規範原理が 一 
科学技術にもたらすもの 

1 研究 埋 Ⅰが共同体 ( 生牡り 志向 ) になる 

1 枚Ⅰ研究が指向される 

1% 仁が 芝居化 ( 生き接りがかからな い ) 

咀億 ，プロバラム ，研究者 

1 人材 荻成 能力を立夫する 

若手，ポス ドク ，大学仮有，初中仮有 

若手研究者を 見る 眼 
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  ポスドク の 臆柑   大学 ( 暁 ) 教育の崩壊           

Ⅰ " 。 """ 。 1 、 " 。 

"" 駝 "" 甘 。 ;"" 

      

1 け 七 % 程の徒弟仮有 化 
広く深く眼界を 知る + 曲名 枝 定能力の 
丑 成づ 研究室での研究 莱甘 のみ 4% 士 

1 億 士 Ⅰ 程 : 宇部教育の廷 冊 ( レベル低下 ) 

1 宇部教育の低レベル ウ Ⅱ 傲 有珠理化 

学力崩壊 
学生の田い込み 

づすぐ棟内化する ウ Ⅱ仮有 

        

中学 2 年の理数科目 (1) 
蝸 Ⅰ                                                         
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中学 2 年の理数科目 (3)   
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中学 2 年の里数科目 (2) 
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研究社会が選択する 途 

1 科学技術 丑 : 自前のⅠ 成 システム 

Hunga nanJew, 「 芸術，スポーツ・・ 

1 人材 荻待 : 世界 ( とくに途上Ⅰ ) の俊秀 

1 立地 : 世界の母 下 の地ト内部ぬ 範からⅠ 脱 

すばる， NEC, 東芝，Ⅰ十モ‥ 

1 「日本人の，日本人による ，日本人のため 

の科学技術」を 超える 

1 世外から サ 接される社会 
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